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はじめに
　「宮本武蔵」という人物名は、現代において広く大衆に認識されている。その大きな要因として挙げられるのは、一九三五年から一九三九年まで、四年間『朝日新聞』に連載された、吉川英治著『宮本武蔵
（１）
』である。この作品を基に、一九
三七年以降、度重なる映画化がなされてきた。一九三七年には、武者小路実篤の『宮本武蔵』があり、教科書にも採録されている
（２）
。また公共放送であるＮＨＫの大河ドラマ
（３）
をはじめ
とするテレビドラマ化もなされている。更には 「スラムダンク」の著者として有名な井上雄彦により、 『バガボンド』と題された漫画も刊行された
（４）
。この様に吉川の作り上げた宮
本武蔵は、幅広いメディアで再生されてきた。　
以上のように、昭和期以降、宮本武蔵が日本を代表する剣
豪として認知されていたことは明らかである。しかし、宮本武蔵をテーマにした作品は、大正・明治期におい も既に多くの作品が存在してい 。更に遡れば、江戸期の江戸時代にも既に芝居 存在してい 。吉川英治の作品により、
「宮本武蔵」という人物像は、自らを高める「求道」の単一化したイメージが定着しているが、それ以前には武蔵の「求道」というイメージは薄く、全く異なるテーマの作品も存在していた。　
遡ると、江戸時代から芝居として上演されてきた。明治
期には、既に小説・講談本という形で 「宮本武蔵」の作品は世に出回っ 明治期の作品の描かれ方の変遷を探り、武蔵の描かれ方が、どの様に単一化されていくのかを調査することが本研究テーマである。　
本稿では、明治期の武蔵作品の特徴や、それらと江戸期の
芝居との関係性を探り、どの様に人々 享受されてきたのかを調べることが目的である。また、今後の研究 前提として研究対象である明治期 宮本武蔵作品をリスト化し、分類すること 試みた。各作品の細かな差異や変化は、別稿で論じる予定である。
一、武蔵に関する伝記
　
まず、史実としての宮本武蔵の詳細を書いた書物、つまり
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2宮本武蔵の伝記を見ていく。伝記を取り上げる理由は、 「史実・事実として記録されている宮本武蔵」と「作品として、フィクションも交えて描かれる宮本武蔵」に共通点、相違点が存在するのかを明確にするためである。ただし、後に説明するが、両者を厳密に区分することは難しい。　
江戸期に残された伝記は、複数存在する。 『武州伝来記』
『剣法本起伝来』 『二天記』 『二天流兵法新免武蔵先生伝記』『武公伝・二巻』 『内田春朝咄聞書』 『兵法列世伝
（５）
』 、以上の書
物が存在している。この中には編者所蔵で、一般公開されていない物も存在する。今回は、 『武州伝来記』 、 『二天記』については本文を参照す ことにする。その他の文献に関しは先行研究を参考に論じ　『武州伝来記』は、武蔵に関する伝記の中でも最も古く、一七二七年に二天一流兵法五代目、丹治峯均翁によって記された。明治期に出版された宮本武蔵遺蹟顕彰会編纂の研究書『宮本武蔵』の中にも、丹治峯均筆記として 一部が収録されているが、見開き一ページ程度の掲載にとどまっている。遺蹟顕彰会の『宮本武蔵』は、現在国立国会図書館に、デジタル化資料として所蔵されている。本稿では、光田福一による『武州伝来記』 写本『兵法太祖武蔵守玄信公伝来』を用いた（６）
。
　
次は『二天記』である。武蔵の死後、二刀流を学んだ豊田
正剛が、武蔵に直に学んだ人々の聞書をまとめた『武公伝』
としてまとめた。それを、底本に正剛の孫の豊田影英が、加筆・訂正を加えた書物である
（７）
。こちらは、早稲田大学図書館
所蔵の『肥後文献叢書
　
第２巻
（８）
』の中に『二天記』として収
録されている。　
尚、宮本武蔵本人が書き残した『五輪書
（９）
』という書物の位
置付けであるが、これは兵法本であり、伝記的記述については乏しい為、本稿では用いない。　
伝記の内容と虚構作品を比較、検討する上では、虚構作品
内に必ず描かれる描写、情報を取り上げて伝記と比較 検討することが有効だろう。そ 故に、 「武蔵の幼少期」 、 「佐々木岸柳との決闘」の二つの事象に焦点を当てることにしたい。しかし、これらの伝記が作られたの 武蔵の死後、百年以上経過してから こともあり、一概に史実とは言い切れない伝記同士の内容を比較しても、佐々木岸柳の年齢が異な 点をはじめと 、同一の 容で ない。そ 故に、伝記の内容に誇張・信憑性 低さが垣間見られると言 説も唱えられている
）（（
（
。
　
その為、今回の位置付けとして、 「 記＝事実に近い出来
事が載っている本」 、 「伝記に載っている事象＝曖昧な伝承」ということを前提として 論を展開する。
二、伝記から、芝居・小説へ
　
宮本武蔵に関する伝記は存在するが、その内容の信憑性は
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曖昧である。それでは、江戸期に芝居として上演された頃は、どの様な内容であったのか。伝記を定本としているか、完全に独自の創作になっているのか。また、明治期の作品にどの様な影響を与えたのかを探る。　
江戸時代の芝居として、宮本武蔵の作品はいくつか存在し
ている。現在、上演確認が取れ 芝居は『敵討巌流島』（一七三七年） 『花襷巌流島』 （一七三九
年
）（（
（
） 『敵対巌流島』
（一七四二年） 『花筏巌流島』 （一七四六年）の四作である。本論では、この四つの作品 江戸期 芝居として扱うことにする。　
まず、結論から述べると、これらの作品の描かれ方は、伝
記を舞台化したものとは言い難いものと言 る。しかし武蔵の「強さ」と「知名度」が、この時代でも伝わっていたことは、芝居が複数上演されていたことから 推測できる。タイトルで、 「宮本武蔵」より「巌流島」が採用されてい ことからも 「巌流島」が既に、 武蔵 佐々木の決闘」を思起こさせる単語であり、また注目されていることがうかがえる。つまり、武蔵 詳細は分からずと 、決闘 事実だけが一人歩きしていたのだ。 「宮本武蔵」＝「強 剣豪」 い情報のみを頼りに 作品の原点と呼べる芝居が、独自に製作されていったのである。　
それでは、これらの作品内で武蔵はどの様に描かれてき
たのだろうか。本論では『花筏巌流島』 『敵討巌流島』を取
り上げ、その特徴を示すことにする。両作で宮本武蔵はどの様な人物だった か。 『花筏巌流島』の主人公は仇討ちをする姉妹であり、武蔵を髣髴させる人物が登場する。 『敵 巌流島』は武蔵に似た月本武者之助なる人物が登場する。どちらも「宮本武蔵」という名を明言していない。 「宮本武蔵ではないか」と思わせる程度の人物が登場して るだけであつまり、この時点で、 「実在した宮本武蔵」ではなく、 「新しい虚構の宮本武蔵」を生み出している。この系統の芝居が複数上演されて る事実からも、民衆 需要 、歴史上の宮本武蔵よりも、創作としての宮本武蔵に集中していたと言える。特に先述したように、伝わってきた伝記も曖昧なものであり、独自に背景設定を書き加えたとしても、江戸期の民衆にあっさりと受け入れられるこ ができたのだろう。 『敵対巌流島』 『花襷巌流島』 恐らく、同様の内容 ることが推測できる。　
それでは、民衆の需要があった「創作の宮本武蔵」とはど
の様な作品内容で ったのだろうか。簡潔に共通す テーマを挙げるとしたら「仇討ち」である。 「仇討ち」 いうテーマは、近世・近代の日本で好まれる内容であった。その証拠として、荒木又右衛門の存在が挙げられ 吉川英治の「宮本武蔵」が登場す まで、日本人に人気であった剣豪は荒木又右衛門であった。その理由が、彼の「伊賀上野の仇討ち」にある。 「日本三大仇討ち」と呼ばれる 忠臣蔵・曽我
4兄弟・荒木又右衛門の三作品は、民衆の人気の的であったのだ
）（（
（
。荒木又右衛門の芝居作品も、江戸時代に多く作られてい
る。一七二五年の歌舞伎『伊賀上野仇討』 、一七七六年の浄瑠璃『志賀の敵討』 、一七七六年の歌舞伎『伊賀越乗掛合羽』 、一七八三年の浄瑠璃『伊賀越道中双六』などである
）（（
（
。
　
多数の芝居・講談の作品が存在していることから、やはり
人気があったことは間違いない。 、武蔵両作品に仇討ちが共通してい ことから、人気のある題材であったことがうかがえる。　
明治期の宮本武蔵作品にも次のような記述がある。 「仇討
ちは、始めに討たれ、最後に討つ。それ以外は作者の自由にできる
）（（
（
」 、 「我が国風として徳川末世まで復讐をもって上下の
美事となす
）（（
（
」 。真龍斎の文からは、 「仇討ちをテーマとした枠
組みならば、内容 どうであっても作品として成立する」とも受け取ることができるが、 「仇討ちをテーマにすることで、幅広く物語を展開できる」とプラスの意味も含まれ い 。一龍斎は、幕末ま は 仇討ち 美談とされていたことを直接的に示している。　
明治期の講演物の作品は、江戸の芝居を元にしているので、
江戸時代に仇討ちが美化されていた事実は明らかである。また、荒木又右衛門の人気からも、近代ま は、 「仇討ち」が美化されていることがうかがえる。　
荒木又右衛門の話も、実は多くの創作が盛り込まれていた。
作品内の又右衛門は、数多くの決闘をしているが、伝記では二人程度であったとされている
）（（
（
。この様に、実在した人物を
主人公とした作品において 創作を加えているのは、宮本武蔵に限ったこと はなかった。　「仇討ち」をテーマにしている、江戸期、及び明治期の作品であるが、総じて親の仇は佐々木である。伝記との場面比較をしてみる。　　
小治良無二ニ試闘ヲ望ム（中略）是ニ怖レテ無二辞退ス
（中略）小次良強テ望ム故、サラハ望ニ任スヘシトテ、下ノ関ニテ勝負ヲ決セントス
）（（
（
　　
興長主に請て曰、岩流小次郎今此の地に留りぬ、其術奇
なりと承る、希くば吾手技を比べんことを、公は無二が故有りて憑み奉る者也と謹て願ふ、興長主応諾ありて、武蔵を留て忠興公御聴に達し、その日 定め、小倉の絶島に於て勝負を決せしむ
）（（
（
　
前者は『武州伝来記』の内容であるが、武蔵の父の無二斎
が、佐々木との決闘を辞退し、その後武蔵が佐々木を挑発し、決闘へ持ち込んだ。この時 武蔵は一九歳である。後者は『二天記』の内容であるが、武蔵自身が、佐々木の強さに惹かれ試合を申し込む。この時、武蔵は二九歳、佐々木は一
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八歳である。先述した、伝記の信憑性に疑問が抱かれるのは、この様な相違点である。　
伝記からは、佐々木との巌流島の決闘は存在したが、親の
仇と言う事実は無かったことが分かる。それどころか、佐々木の年齢自体も、現在に至るまで武蔵よりも上か下かが明確ではない。これら以外の伝記についての先行研究に照らしても、佐々木が武蔵の仇で ないと断言する説が大半である
）（（
（
。
また、伝記内では「巌流島」という表記は無い め、 「ガンリュウ」という島名は、決闘後に付けられた可能性 高い。逆に、佐々木の「ガンリュウ」という流儀名は、伝記にも既に使われていることから、佐々木の流儀名が「巌流島」 名の由来であると考えられる。敗者である佐々木の を追悼 、島の命名をしていることからも、 「親の仇」という事実 無かっただろう。　
伝記では、佐々木は親の仇と記されていることはないが
明治期の作品も、江戸期の芝居を継承し、テーマは「 討ち」で共通している。内容は、武蔵が幼年期に宮本家 養子となり、成人する頃に 実父を佐々木に暗殺され 討ち旅に出るものである。佐々木が親の仇ではないことから、その点は創作である。それでは、伝記 武蔵の家族構成はどうだったのか。　　
新免武蔵守玄信ハ、播州ノ産、赤松ノ氏族、父ハ宮本無
二号
）（（
（
　　
赤松二郎判官村入道園心の末葉也、故有て外戚の宮本に
改む（中略）武蔵父新免無二の介信綱と云
）（（
（
　
前者は『武州伝来記』後者は『二天記』である。両者に共
通するのは、 「赤松氏」という単語である。 『武州伝来記』では、赤松氏にあまり触れられていないが、 『二天記』では武蔵が赤松氏の末裔で、外戚の宮本家に入ったと書かれている。宮本の父は「無二」と書かれている。このことから、武蔵が養子であったという伝承も伝わっている。つまり伝記では、武蔵の姓はもと 赤松 で 養子となって「宮本」に変わる。　
一方、明治期の作品内では、大半が「吉岡」が実家で、
「宮本」が養家である独自の家族構成が作り上げられている。武蔵の実父の名が「無二斉」である。 記では養父、明治期の作品では と、 二」 名を持つ父が、入れ替わっている。独自 家族構成の様に見える 、伝記を反映している部分も見受けられる。　
江戸期の民衆は、娯楽作品としての宮本武蔵を求めていた。
それ故に、民衆好みであった「仇討ち」の話が創作されていったのである。伝記の内容と比較しても、創作が多いことは明らかである。この「仇討ち」テーマは後の、明治期の講演
6物にも受け継がれていく。　
以上のことから、江戸期から明治期に作られた作品は、
「伝承を伝える」よりも、 「娯楽作品として楽しむ」ものとして位置づけられていることがわかる 大衆の需要が後者へ向いていたことが明らかであり、複数の芝居、書籍の存在から、既に一定の水準以上の人気を保っていたこともうか える。ただ、 「仇討ち」という同テーマの作品が、他にも存在し、特に同じ剣豪としては、荒木又右衛門 方が人気であった為に、その影に隠れていたこと 事実である。
三、明治期作品の変遷
　
江戸時代の作品において、既に伝記を離れ、創作されてい
ることが分かる。明治期の作品の多くは、 「仇討ち」をテーマに設定しており、これら江戸時代の作品に大きく影響をされてい 。その一つが講演物である。　
芝居を受け継いでいる講演物であるが、明治期の作品は前
期と後期で、内容が変化している。その内容をもとに明治期の作品を系統別に分類してみたい これまでに内容を比較検討した作品を分類す と、以下の表の様になる。ただ、明治期の作品はこれで全てではなく、暫定的なもの あり、以降も収集、検討の範囲を広げ、完全なも としていきたい　
これら明治の作品群は大きく三つに分かれ 。講演伝記系
統（後の表では「伝」 ） 、講演大衆系統（後の表では「大」 ）
非講演系統（後の表では「非」 ）と本稿では分類することにする。基本的に、講演物の内容は江戸時代に創作された作品（芝居）を講談本として受け継いでいるため、大筋は似通っているが、細かな設定（武蔵 幼名、佐々木の生い立ちなど）に差異が見受けられる。　
講演伝記系は、武蔵の人物像が明治期の作品同士を相対的
に比べると、伝記に基づいており 大衆系は 人格者としての武蔵や仇としての佐々木の卑劣さを強調し、より創作された人物像の描かれ方をして るものである。非講演系は、 分類
発行年
タイトル
著
　
者
出版地
出版者
伝
一八八七年
宮本武蔵英勇美談
沢久次郎
東京
沢久次郎
非
一八八九年
宮本武蔵真実伝
三輪逸次郎編
東京
いろは書房
伝
一八九五年
宮本武蔵伝
真竜斎貞水講演今村次郎速記
東京
上田屋
伝
一八九六年
宮本武蔵
谷口流鶯
東京
求光閣
伝
一八九七年
宮本武蔵勲勇鑑
放牛舎一角口演山田都一郎速記
大阪
中村鍾美堂
伝
一八九八年
宮本武蔵
錦城斎貞玉口演社々員速記
東京
博盛堂
伝
一九〇〇年
宮本武蔵
桃竜斎梅玉自講自記
東京
順成堂
伝
一九〇〇年
宮本武蔵
桃川燕林口演一ツ穴の貉速記
東京
朗月堂
大
一九〇 年
宮本武蔵之伝
一竜斎貞国講演宮沢彦七速記
東京
共盟館
大
一九一 年
宮本武蔵
宝井馬琴講演高島万次郎編
東京
東亜堂
非
一九一一年
宮本武蔵
野花散人
大阪
立川文明堂
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いわば「小説」であるのだが、江戸の芝居の内容を組み込んでいない為、この様な表記とする。　
この一覧表を見ると、講演物の数の多さが目立つ。このこ
とからも、近代の宮本武蔵作品を論じ 上で、江戸期 芝居の存在を無視することはできないのである。作品の詳細には今回は触れないが、講演作品が多いこと、時代が下るに従い、伝記的要素が減って がうかがえる。　
宮本武蔵作品を、江戸期まで遡るこ で、その作品内容に、
早くから創作としての側面 強く表れていることが判明した。勿論、伝記を基盤にしている部分もある。実在する人物ではあるが、その史実に不明瞭な部分 多い為、作品として創作される内に 民衆の需要を組み込み、フィクションを交えた人物像が形成されていたこ が分 る。それ故に 「仇討ち」というテーマも江戸、明治期を通じて宮本武蔵作品の中で主流となった。しかし、人気の剣豪であった荒木又右衛門と同じ「仇討ち」というテーマであったこと 、現在ほどの人気を集められ かったことの要因ではないだろうか　
また、本稿では扱っていないが、明治期の作品において、
武蔵の幼少期の性格は後年の作品になるに連れて変化が加えられていく。同様に佐々木の生い立ち 変化が加えられいる。 と佐々木 描写を比較し、主人公と敵役の対立項の変遷を別稿で辿って行きたいと考えている。
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